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mp千葉県住民の生体計測は安中正哉氏の詳細な研究
があり，之は被検者も多く，優れたものであるが，
資料が千葉県北部のものにかたよっている。従って
県中央部に位する地区住民の調査を行い，之が成績
により，生体計測による，我が国住民の地方差の悶
明の一つにしたし、。今回，君津郡松丘村において，
成年男子の生体測定を行い，その成績を得たので，
こ与に報告する次第である。
第2章 研究資料及び研究方法
松丘村は，千葉県の中央より柏南部，房総山塊の
中央に位する，純農山村である。資料は，祖父母以
来同地に居住する，農業を主とする成年男子で，片
親については地理的条件を同一にした隣村のものも
含めたが，他郡及び他県出身者は厳重に除外した。
この中から満 20才以上，満 55才迄の(建康なるもの 
111名を選んで、調査研究を行った。研究方法，計測
項目及び方法は「月本人の生体測定班Jの協定に従
った。測定用器は，山越製のアジトロポメ{ターを
用いた。比較する資料としては昭和 23年の文部省
学術研究会議の体質及び遺伝班の報告の中より本州
の分を用いた。即ち，宮城県渡波村，山形県長瀞村，
長野県大岡村，千葉県東村，岐阜県美濃村，兵庫県
三河村である。以後文中においては県名のみを記載
する。叉， 
Ml~Mり 
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1.身長 160.03 :l=0.46 (第 2，3表〉 の下位に属する。この成墳を他と比較するに兵庫県
R.Martinの分類に従えば untermittelgross との聞には確差が存在し，松丘村が高し、。次に
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第 4 表
比 上，肢 長
第 2 表
身 長
地方名 I M士 m
千葉県松丘村 f 160.03士 O必
宮城県渡波村 I160.83士 0.41
山形県長瀞村 I159.36士 0.37
長野県大岡村 I159.75土 0.54
千葉県東村 I159.23 :t0.44 
岐阜県美濃村 I 160.05土 0.50
兵庫県三河村 I 157.38土 0.38
第 3 表
分 類 n
名 
sehr klein 149.9 cm以下 1 
klein 150.0~159.9 I 5~ 
untermittelgross 160.0--163.9 33 
mittel gross 164.0--166.9 I 12 
uber mittel gross 167.0--169.9 7 
gross 170.0 cm以上 3 
Martinの身長分類表に従い，身長を分類するとき
は第 3表の如くであって， kleinが最も多く， 49.5 
%を占める。 
2.胸骨上縁高 129.37士 0.41で何れの地区とも
差が認められない。 
3.恥骨結合上縁高 79.74土 0.28で何れの地区と
も差が認められない。 
4.右肩峰高 130.58士 0.40上と同様何れの地区
とも差が認められない。 
5.右中指尖高 61.08士 0.27で山形及び長野との
間に確差が存在し，高し、。その他の地区とは差が認
められない。 
6.右腸骨前腕高 86:95士 0.290 
7.上肢長 69.25士 0.270 
8.下肢長 83.36士 0.28で 6，7，8の三者とも他
の地区との聞に確差が存在しなし、。
9.躯幹長 49.67士 0.20で宮城県より{尽く，兵庫
県より高い，これらとの聞には確差が存在する。そ
の他との聞には確差は認められない。
10.比上肢長 43.29士 0.12 (第 4表) 
長野，千葉，及び兵庫より低く，これらとの聞に
は確差が証明される。その他の地区との聞には確差
が存在しなし、。 
11.比下肢長 52.09土 0.09 C第 5表〉
宮城及び長野より高く，これらとの間には確差が
地 方 
千葉県松丘村 
宮城県渡波村 
山形県長瀞村 
長野県大岡村 
千葉県東 村 
岐阜県美濃村 
兵庫県三河村 
第 5 
上七 下 肢 長
地 方 名 
千葉県松丘村 
宮城県渡波村 
山形県長瀞村 
長野県大岡村 
千葉県東 村 
岐阜県美濃村 
兵庫県三河村 
、第 6 
土色 自匝
地 方 名 
千葉県松丘村 
宮城県渡波村 
山形県長瀞村 
長野県大岡村 
千葉県東 村 
岐阜県美濃村 
兵庫県三河村 
M 土 m
43.29 :t0.12 
43.50士 0.07
43.61土 0.08
43.83土 0.12
44.02士 0.09
43.12土 0.13
43.96 :t0.09 
表
M+m 
52.09土 0.09
51.54士 0.07
52.00士 0.07
51.66士 0.10
52.03士 0.09
52.04士 0.15
52.29土 0.09 
表
幹 長
M 士 m
30.65士 0.09
31.61 :t0.07 
31.30士 0.06
31.56士 0.11
30.68士 0.10
31.13士 0.14
30.84 :t0.10 
証明される。その他の地区との間には確差が存在し
なし、。 
12.比躯幹長 30.65士 0.09 C第 6表〉
宮城，山形及び長野よりf尽く，確差が存在しイ也
の地区との間には確差が存在しない。 
13.肩峰l隔 37.21土 0.15で，宮城，山形，長野，
千葉，岐阜及び兵庫より狭く，山形との間には確差、
が存在しなレ。従って，松丘村は他に比較して肩l隔
がせまい。 
14.比肩峰l隔 23..08士 0.10 (第 7表〉
宮域，!lJ形，長野，千葉及び兵庫より小さく，確
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第 7 表
比肩峰巾
地方名 iM 土 m
千葉県松丘村 I 23.08士 0.10
宮城県渡波村 I 23.79士 0.06
山形県長瀞村 I23.70士 0.06
長野県大岡村 I 23.95士 0.07
千葉県東 村 24.38 :t0.08 
岐阜県美濃村 I 22.72士 0.09
兵庫県三河村 I 24.51士 0.07
差が存在する。!岐阜よりは確差に近し、差を以て大き
し、。肩峰幅と同様，松丘村は比肩峰幅も他に比較し
て小で、ある。
15.骨盤幅 27.20::!: 0.10で{也の地区と確差が存
在しなし、。
16.比骨盤幅 16.91土 0.06 (第 8表〉
兵庫県より小さく，確差が存在する。その他の地
区との間には確差は証明されない。
第 8 表
比 月日 韓 巾
地 方 名 M 士 m
千葉県松 j王村 
宮城県渡波村 
山形県長瀞村 
長野県大岡村 
千葉県東 村 
岐阜県美濃村 
兵庫県三河村 
16.91 :!: 0.06 
16.79::!: 0.05 
16.84::!: 0.05 
17.12 +0.07 
16.87 :!: 0.06 
17.22士 0.11
17.37士 0.05
17.胸囲 83.10土 0.30で宮城， rl形及び千葉よ
り小で、ある。
18.比胸囲 51.92士 0.23宮城，山形，長野，千
葉及び兵庫より小さく，岐阜との間に差は認められ
ない。従って桧丘村は他に比較して身体ヵ靖国し、とし、
える。 
B. 頭部計測 (第 1表〉
こLにおし、ては重要な，頭長，頭幅，頭耳高及び
これらの示数についてのみ述べ，その他の項目につ
いては比較を省略したい。
1.頭長 188.27士 0.47 (第 9表〉
宮城及び山形より小さく， I岐阜及び兵庫より大き
い。これらとの間には確差が証明され，明かなる地
方差を認める。その他の地区との聞には確差が証明
第 9 表
頭
地方名 M土 m
千葉県松丘村 I188.27士 0.47
宮城県渡波村 I192.60士 0.42
山形県長瀞村 I192.23士 0.39
長野県大岡村 I 187.13土 0.55
千葉県東 村 I 190.26士 0.52
岐阜県美濃村 I 181.30土 0.50
兵庫県三河村 I 177.00士 0.60
されない。 
2.頭幅 154.91 :!: 0.46 (第 10表〉
宮城，山形，長野，岐阜及び兵庫のし、づれよりも 
大きく，これらとの聞には確差が存在する。千葉と
は確差が認められない。従ってこの地区は他に比較 
して大きな頭幅を持つと云える。
第 10 表 
長
E頁 巾
地 方 名 M 士 m
千葉県松丘村 154.91士 0.46
宮城県渡波村 151.43 :!: 0.37 
山形県長瀞村 152.84 :!: 0.34 
長野県大岡村 150.94士 0.52
千葉県東 村 154.04士 0.43
岐阜県美濃村 152.80土 0.50
兵庫県三河村 151.00士 0.40 
3.頭耳高 127.58士 0.46 (第 11表〉
この松丘村の成績は直接法によった値である。宮 
城，[l!形，長野及び千葉より大きい。これらとの間
には確差が存在する。岐阜及び兵庫との間には確差 
は認められない。
第 11 表
頭耳高
地方名 I M::!:m 
千葉県松丘村 I127.58土 0.46
宮城県渡波対|、 124.02士 0.42
山形県長瀞村 I121.50::!: 0.37 
長野県大岡村 I125.32士 0.52
千葉県東村 I 121.64士 0.41
岐阜県美濃村 I 127.10 :t0.50 
兵庫県三河村 I 127.50士 0.50 
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4.頭長幅示数 82.26士 0.27 (第 12，13表〉
この値は Martinに従えば，短頭に属している
が，中頭にや L近い値を示している。この成績を他
の地区と比較するに，宮城及び山形より小さく，確
差が存在する。岐阜及び兵庫より大きく，これらと
の聞には確差が証明される。従ってこの地区は東北
地方よりは短頭に傾くが，関西地方よりは長頭に傾
いている。この成績を頭長幅示数により分類すれば
第 13表の通りである。
第 12 表
示数 
M士m 
千葉県 松丘村 82.26士 0.27 
宮域県 渡波村 78.75:!:: 0.25 
山形県 長瀞村 79・66士 0.22 
長野県 大岡村 81.02士 0.34 
千葉県 東村 81.97 :t0.30 
岐阜県 美濃村 84.25士 0.36 
兵庫県 三河村 84.22士 0.28 
第 13 表 
名
AノJ 類 n 
Dolichokephal 75.9以下 2 
Mesokephal 76.0~80.9 37 
Brachykephal 81.0--85.4 59 
Hyperbrackykephal 85.5以上 13 
Brachykephalに属するものが最も多<532% 
で次に Mesokephalに属するものの 33.3%であ
る。この両者に属するものの合計は 86.5%である。 
5.頭長高示数 67.66士 0.24 (第 14，15表〉
この成績は宮城，山形及び千葉より大きく，これ
らとの間には確差が証明される。次に岐阜及び兵庫 
第 14 表 
頭 長 高
一京一
数
地 方 名 M 土 m 
千葉県 松丘村 67.66士 0.24 
宮城県 渡波村 64.44土 0.23 
山形県 長瀞村 62.75 :!: 0.20 
長野県 犬岡村 67.08士 0.29 
千葉県 東村 64.59士 0.24 
岐阜県 美濃村 70.25士 0.34 
兵庫県 三河村 70.12土 0.27
第 15 表 
A.IJ 類 n
名 
Chamaekephal 57.6以下 0 
Orthokephal 57.7--62.5 1 
Hypsikephal 62.6以上 110 
より小さく，やはりこれらとの聞に確差が存在する
が，長野との間には確差は存在しない。
この値を頭長高示数分類表に従って分類すれば第 
15表の通りであるoHypsikephalに屑するものが
圧倒的に多く 99.1%を占める。 Ort'hokephalに関
するものは僅かに実数 1例にすぎなし、。 Chamae-
kephalに属するものは 1例も存在しなし、。 
6.頭幅高示数 82.31士 0.34 (第 16，17表〉
この成績は，山形及び千葉より大きく，確差が存
在する，その他の地区との聞には確差は証明されな
し、。この値を頭幅高示数分類表によりて分類すれば
第 17表の通りであるr 
第 16 表
第 
頭巾高示数
地方名 I M土 m 
千葉県 松丘村 82.31士 0.34 
宮城県 渡波村 81.94士 0.28 
山形:県 長瀞村 78.88士 0.23 
長野県 大岡村 82.86士 0.43 
千葉県 東村 79.88士 0.30 
岐阜県 美濃村 83.45土 0.35 
兵庫県 三河村 83.61 :!: 0.31 
17 表 
名
A 類ノJ 
Tapeinokephal 78.9以下 
Metriokephal 79.0--84.9 62 
Akrokephal 85.0以上 28 
Metriokephal ~こ属するものが最も多く 55.9% 
で，次に Akrokephalに属するものは 25.2%で
ある。 
第 4章 結 論
千葉県松丘村々民満 20才から満 55才迄の土着の
健康男子 111名を選んで計測を行し、，次の結論を得
た。
身長は 160.03士 0.46で mittelgrossに属する
千葉医学会雑誌 第 34巻
が，身長分類表においては k1einが最多数を占め
る。肩峰幅は，他に比較して狭し、。頭長は，東北地
方より短く，関西地方より長し、。頭巾は{也に比して
大きい。頭長巾示数は 87.26士 0.27で短頭に属する
が中頭にや L近い。
摺筆するに当り御援助を頂いた松丘村々民各
位に感謝致します。尚この研究は「日本人の生
体測定班jの科学研究費によった。
主要交献 
1)三宅宗悦: 日本人の生体計測，人類学先史学講
座，雄山閣，昭15. 
2)藤田恒太郎: 生体観察，南山堂，昭25. 
3)安中正哉: 生体計測，長崎医会誌， 27，1，昭27. 
4)安中正哉: 千葉県人の体質人類学的研究身長に
ついて，長崎大解剖学教室業績集第 1号，昭27. 
5)体質及び遺伝班報告: 文部省学術研究会議，昭 
23. 
、
